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無駄の少ない適切な防霜対策を行いたい
⇒①対象農地の霜害の予測

農家の負担を減らしたい
⇒②防霜対策の自動化

事後対策を適切に行いたい
⇒③被害の推定管理情報

・霜
・気温
・湿度
・風速 など

生体情報

・凍害と霜害の判別
・凍結時間
・融解速度 など

気象情報

・防霜対策の種類
・対策の実施時間
・散水量 など

機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
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機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
①対象農地の霜害の予測

背景
既存の霜害予測は精度が十分ではない

予測精度が低いと無駄に防霜対策を行うことになる

地方気象台による霜注意報
予想最低気温が基準を下回るときに発令
例 神奈川県 4℃以下

山梨県 3℃以下

山形県 2℃以下

気温が基準に達していても
実際には低湿度・強風・曇天では霜は発生しない
⇒気温のみを指標とした予測法では確度の面で問題が残る
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対象農地の霜と気象情報（気温・湿度・風速）の観測データ
から機械学習を用いて霜の発生を予測するシステムを
明治大学理工学研究科のDing教授らと開発中

機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
①対象農地の霜害の予測

課題
霜は地形や周辺環境（河川など）の影響を強く受けるため
広いスケールでの発生予測では精度が低い

対象農地の降霜空間分布特性を特定することで適切な観測
地点の選定および、精度向上を目指す

将来

現在
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機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
②防霜対策の自動化

背景

今後、農地の大区画化や農業人口の減少が進むことで
十分な防霜対策を講じることができず
収量や品質の低下を引き起こす可能性がある

防霜対策は労力やコストがかかり農家にとって大きな負担

燃焼法：10a当たり火点数は80、灯油2Lで2.5時間
散水凍結法：10ａ当たり１時間で４ｍ3以上の散水
送風法：10a当たり1.5台、年間運転経費約90,400円

（福島県農業振興課，2016）
（穴瀬，1987）
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より精度が期待できる機械学習を用いた霜害の発生予測に
基づく、防霜対策の自動化が必要である。
自動化することで労力の削減はもちろん、霜害発生時間を
詳細に予測することで稼働コストの削減が可能になる

機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
②防霜対策の自動化

課題
一部の対策は自動化されているが
気温のみを指標としており適切に実施できているか不明

また、過度な防霜対策による農作物の品質低下を防止する
といった効果も期待される

将来
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機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
③被害の推定

背景

霜害や凍害を受けたあとには
被害を最小限に抑えるための事後対策が必要となる

強い霜害や凍害が発生した場合には
防霜対策を実施しても被害を受けてしまうことがある

被害後の事後対策
・農薬散布
・施肥
・摘果、摘葉
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TDR霜センサを用いて凍害と霜害の判別、霜の
情報（霜の有無・種類・霜量）と葉の生体情報
（凍結温度・凍結時間・融解速度）といった
被害の程度を決める情報の収集に成功

機械学習を用いた霜害予測システムの未来図
③被害の推定

課題
目視だけですぐには被害の程度(重さ・範囲)が分かりづらい

農村情報ネットワークと霜害予測とTDR霜センサを用いて
被害の重さや範囲を推定することで迅速な事後対策を可能に

将来

現在

87



農山漁村振興交付金の「情報通信環境整備対策」

令和3年度農林水産予算概算決定の概要より
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http://kabegami.org/blog/2012/09/04/%E9%9C%9C-frost/
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